
　新規箇所評価の結果
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　新規着工要望のあった３事業４９箇所について、事業担当部と行政改革課による評

価を実施し、事業毎の要望箇所の優先順位付けを行いました。

　評価結果を参考に箇所が選定し、４２箇所を新規採択しました。
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　平成２５年度新規要望箇所のうち、国の採択要件を満たすなど、事業を実施できる

環境が整った１３事業１３７箇所について、事業担当部と行政改革課による評価を実

施し、事業毎に要望箇所の優先順位付けを行いました。

　行政改革課では、より適正な評価を行うため、事業担当部が国への要望を予定した

箇所を中心に現地調査も実施しました。

　国への申請箇所は評価結果を参考に選定され、１３事業１０６箇所を申請し、国の

審査を経て１３事業１０６箇所が採択となりました。
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